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授業の概要
及びねらい

本授業では、部落問題をはじめとして、現代社会におけるさまざまな人権問題について概
説する。その際に、理論的な側面の学びだけでなく、人権感覚を高めるために、同世代の若
者たちの映像教材を鑑賞したり、ディスカッションやロールプレイの手法を用いる。人権が
尊重される社会に向けて、自分に何ができるかをひとりひとり考えるための学びとしたい。

授 業 の
到 達 目 標

1）人権に関する主な条約や法令の基礎的知識を得る。
2）人権侵害を受けた人の心情理解と共感する力を培う。
3）権利を保障するために闘ってきた歴史的事実を知る。
4）人権について自己の生き方を通して考え、身近な課題を解決する行動力をつける。

学 習 方 法 グループワークの参加型人権学習を中心に、講義、ビデオ視聴など

テキスト及
び参考書等

参考文献：川口泰司「ハートで挑戦！自己解放への道」解放出版社、杉山文野「ダブルハッ
ピネス」講談社

評 価 基 準 ・ 方 法 到 達 目 標
知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現 評価割合％

定期試験 ◎ ○ 50
小テスト等 ○ ◎ ○ 20
宿題・授業外レポート ○ ◎ 15
授業態度 ○ ○ 5
受講者の発表 ○ 5
授業への参加度 ○ 5

その他

合 計 100
（表中の記号 ○評価する観点 ◎評価の際に重視する観点）

授業計画（学習内容・キーワードとスケジュール）
第 1 週 オリエンテーション
第 2 週 さまざまな人権問題ー一枚のマップから
第 3 週 人権とは
第 4 週 平等と差別
第 5 週 世界人権宣言について
第 6 週 国際的な条約と国内法の動向
第 7 週 DV について
第 8 週 ハラスメントについて
第 9 週 セクシュアルマイノリティについて
第10週 部落問題とはー水平社宣言から
第11週 現代の部落差別とは－若者の語りから
第12週 雇用の問題－統一応募用紙から
第13週 雇用の問題－男女雇用均等法から
第14週 在日外国人の問題について
第15週 インターネットと人権
第16週 筆記試験

備 考
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